
2023 年度 第 10 回 理事会議事録 

日 時：2023 年 12 月 16 日(土) 18：00～21：00 

場 所：丸山団地自治会館 1 階 

参加者：現理事 11 名 + 1 名(池田前渉外) 

 

1. 会長から会合・他団体総会等参加報告・予定・連絡事項 

八木会長より、他団体との会合等について、以下の通り説明があった。 

＜出席済み＞ 会長参加会合・自治会活動・その他進捗報告 

・11 月 19 日 三町合同避難訓練 

来年は丸山団地が主催となる。中相原町会からの引継ぎは完了したので、現状問題はなさそう。軽トラやス

ピーカー等の丸山団地にない設備は、他自治会から借りられる点、確認済み。 

藤倉会計より主催者側に回った時に費用は発生するか質問があった。八木会長より、他町会からは費用発生

があるという話は聞いていないが、自衛隊を呼びたいという希望が出ているので、呼んだ場合は自衛隊カレ

ーの試食を行うこととなり、その食材費用が掛かる可能性はあると回答があった。 

・11 月 23 日 諏訪神社秋祭り 

八木会長が参加。地域住民の参加+七五三のお祝いだったとのこと。 

また諏訪神社からは年末にも呼ばれていると説明があり、諏訪神社への奉納金について確認があった。 

藤倉会計より、今年はすでに３回奉納金を納めている。過去の例を見ると、回数が少ないときには一回の金

額を多くするなどして、年間で１万円以内にしていた。今年はすでに 9,000 円を支出しているので、これ以

上の奉納金は必要ないと思うと回答があった。 

・11 月 25 日 相原フェス慰労会 

相原フェス慰労会が行われ、八木会長が参加した。 

・12 月 2 日 避難所開設訓練 

参加可能な理事・班長を対象に、避難所開所訓練を行った。 

・12 月 6 日 相原町連合町内会 

連合町内会より、日帰りバスツアー(研修)への募集を要請された。貯水池・藤沢にある危険地域の見学等を

行うとのこと。 ⇒出席理事に確認したが、参加希望者はいなかった。 

・12 月 9 日 正副会長会 

正副会長会が行われ、八木会長・岡田渉外・八木内務・藤倉会計が参加した。（詳細は後述） 

＜今後の予定＞ 

・12 月 29 日 歳末警戒防犯パトロール 訓示式 19：00～相原駅交番前 

参加者は自治会館前に集合すること。 

・12 月 29 日 消防団激励 21：00～ 第５分団第５部詰所 

会長が参加予定。他町会は激励のビールを用意していたとのことで、八木会長が準備済み。想定していなか

った費用だが、出席理事に確認し、全員賛成で自治会の費用負担にすることとなった。 

・1 月 10 日相原町連合町内会 

班 役職 氏名 出欠 班 役職 氏名 出欠 班 役職 氏名 出欠

9 会長 八木　康夫 〇 4 広報 田谷　典嗣 〇 1 防犯・防災 丸山　智明 〇

5 渉外 岡田　隆 〇 15 広報 岡　泰道 × 8 防犯・防災 河村　繁実 〇

12 内務 八木　徹 〇 14 レク 大川　武司 〇 11 道路管理 本間　久幹 ×

2 会計 藤倉　克之 〇 3 レク 山口　輝之 × 7 会館管理 関谷　敬子 〇

10 庶務 中林　稜 〇 13 環境衛生 青木　洋太 × 6 デジタル 水落　和仁 〇



2. 諸連絡・協議事項など 

①本年度の会計締め  

藤倉会計より、今年度の会計は 2 月末で締める予定であると説明があった。 

②東京都防災補助金申請について 

東京都より、満額の補助金支給が通知された。がまだモノを購入していない。１月 31 日までに購入する必要が

あり、領収書の要件が厳しいため、会長が購入することとした。 

振込先について確認。防災関係の為、会長名義の口座に入れることとなる。 

購入完了後実績報告書類の提出が必要。実績報告書類の審査が行われ、問題無ければ、振込されるとのこと。 

③歳末パトロール人員募集 

12 月 29 日実施予定となっている歳末パトロールの参加可否を出席理事に確認した。 

⇒八木会長・八木内務・岡田渉外が参加することとなった。 

参加者は 17：45 分頃に自治会館集合。八木会長が自治会館にある防災関係備品の確認をし、防犯防災担当理事

より、ベスト 10 着程度、ニンジン棒５～６本程度と回答があった。 

④総会関連の日程・事務作業などについて報告・確認・相談 

八木会長より、総会については、以下の通り考えていると説明があった。 

・4 月 6 日（土）10：00～予定している。 

・場所は堺市民センターの予定だが、まだ予約はしていない。八木会長が予約対応予定。 

・新役員の顔合わせ＋役職決めを 3 月 2 日（土）に予定（※引継は別日） 

⇒12・13 班以外は、各 1 名、理事を選出。12・13 班はどちらかの班から 1 名で良い。13 班青木理事が

不在の為、八木内務より別途相談するとのこと。 

次期理事が決まり次第、名前・番地を正副会長に報告して欲しいと要請があった。 

・総会資料の製本について、従来は業者に依頼していたが、業者依頼は費用がかかり、原稿の納期も余裕が

なくなる為、今年は堺市民センターで印刷し、ホチキス止めとする予定。総会前に各戸配付する。 

・3 月 10～16 日に委任状回収、17～23 日に班長から理事に委任状提出し、総会前に集計をする。 

・総会資料の原稿について、会館管理は利用状況、防犯防災は備蓄の状況、庶務は会員数が必要となる為、

各自対応すること。 

・デジタルについて、HP 閲覧者数等の総会資料掲載を検討しているため、水落デジタルより、岡田サポート

に相談することとなった。 

⑤町トレの関係団体承認について 

前回の理事会でも議題になった町トレ緑について再度報告があった。町トレ緑は今年の 7 月より活動を開始し

ており、事業報告や決算などの資料が無く、判断材料が少なすぎる為、今年の認可は見送る方向で考えている。

来年提出してもらう予定の事業報告等を判断材料として、来年の理事会で検討してもらう予定。 

⑥自販機について 

自治会館前への設置を検討中。 

費用等は相談してみないと分からないため、八木会長が別途自動販売機の営業担当に話を聞く予定。 

電機系統が絡むので、自動販売機の営業担当との打ち合わせには岡田渉外、池田前渉外も同席予定。 

⑦正副会長会から、会則変更及び予算案の進捗報告・相談・承認 

・会則弔慰金敬老祝い金の新設 

新規入会者より、出生祝い金が無いか問い合わせがあり新設を検討している。金額は 3000 円で検討している。

いつまで遡及申請可能かなど、要検討事項はあるが、新設する方向で検討することに対して、出席理事は全

員賛成した。 

・準関係団体の新設 

補助金は出ないが、会館使用料はかからない団体として、準関係団体の新設を検討している。 



準関係団体については、岡田渉外より、以下の補足があった。 

関係団体への補助金は額が大きく、予算検討の課題となっている一方、関係団体の活動を通じて自治会を

盛り上げて欲しいという想いもある。そういう状況のなかで、準関係団体という枠組みを検討した。 

・来年の役員に関して 

現在の会則上での理事の人数は、会長 1 名、副会長 4 名(渉外・内務・会計・庶務)、理事 9 名(広報 2・レク

2・環境衛生 1・防犯防災 1・道路管理 1・会館管理 1・デジタル 1)の計 14 名になっており、役職の人数まで

指定されている為、役職のみの表記への変更を検討している。 

現在の役職については一部役職で統合を考えている他、今期は 15 名選出されているが、来期は 14 名(12・13

班のどちらかから 1 名、他班は各 1 名)の選出で検討している。 

候補となる役職は、会長、副会長(会長補佐・内務・渉外）、副会長(会計)、副会長(庶務）、広報兼デジタル、

レク、環境衛生兼道路、防犯防災、会館管理の 9 役職。 

⇒藤倉会計より、役員手当の金額を予算上固定する為、会長 1 名・副会長３名・理事 10 名をベースとし、

役職に対しての手当を決め、副会長が 4 人になる等の事態になった場合には、仕事も半分になっている

ため当事者で折半するという形にしたいと意見があった。 

今は役員が多いため、徐々に減らしていき、最終的には 10 名程度を目指したい。 

班長を役員から外す。現在は会長・副会長・理事・班長が役員となっているが、班長は班のことに専念して

もらう方向で検討中。 

・会費および来年の予算案について 

藤倉会計より、検討中の来年度予算案について、以下の説明があった。 

単年度赤字を回避することを必須条件としている。 

会費については 350 円・400 円の２パターンで試算。 

今年度の予算消化状況を鑑み、全ての科目で今年度実績をベースに予算の削減を検討している。 

固定費についても大幅な削減を検討中。（役員手当は約 20%減、関係団体への補助金は 50%減など） 

ふれあい団地祭りは予算 40 万円で検討中。 

⇒レク大川理事に確認。以前は団地内の方にお願いしていた電気工事の費用など課題は色々あるが、予

算が決まれば、盆踊りのステージの簡易化・近隣大学への協力要請など、予算内で実現可能な内容を

考える。 

公共施設会計について、収入は資源回収が主となっており、資源回収で得た収入については、会館改修会

計に振り替え、会館改修の原資としているが、近年は予算通りの収入が実現できておらず、会館改修会計

に回せる費用が少ない為、見直しを行った。また一般会計の関係団体補助金とは別の補助金として、公共

施設会計からも子供会へ補助金が出ているが、現在の資源回収収入では、従来通りの補助金支給は難しい

ため、減額を検討している。 

⇒池田前渉外より、予算不足という現状は理解しているが、今の予算では会館修繕や建替の検討をする

ことが出来ないため、会費とは別に、寄付として会館改修の資金を募りたいと意見があがった。その

際の説明資料等については、池田前渉外が対応されるとのこと。 

藤倉会計が作成された予算案について、各担当に割り振りされた予算が、理事として活動をする上で、予算

不足にならないか、過剰に配分されている予算が無いか、次回理事会までに確認をお願いした。 

3. 次回予定 

・班長会 12 月 23 日(土)18：00～ 丸山団地自治会館  

・理事会 1 月 20 日(土)18：00～ 丸山団地自治会館 

以上 


